
第３学年 数学科授業展開案

１ 単元名 図形と相似

２ 単元の目標

(1) 図形の拡大・縮小や相似について興味・関心をもち，活用しようとする。

(2) 三角形の相似条件や平行線と線分の比に関する性質などに基づいて，図形の性質を考察することが

できる。

(3) 三角形の相似条件や平行線と線分の比に関する性質などを使って，図形の性質を証明することがで

き，問題解決に活用する。

(4) 図形の相似に関する用語・記号，三角形の相似条件や平行線と線分の比に関する性質などを説明す

ることができる。

３ 単元の計画 （全２２時間）

４ 本時の学習

･１･ 相似な図形の面積（本時１／２）

５ 本時の目標

・ 相似な図形の相似比と面積の比の関係を調べようとする。

・ 相似な図形について，相似比と面積の比の関係を考えることができる。

６ 本時の評価規準

評価規準（評価方法） Ａ：十分満足できる

【数学への関心・意欲・態度】

相似な図形の相似比と面積の比の関係を調

べようとする。（観察，ワークシート）

相似な図形の相似比と面積の比の関係を，多

様な方法で調べようとする。

【数学的な見方や考え方】

相似な図形について，相似比と面積の比の関

係を考えることができる。（ワークシート）

相似な図形について，相似比と面積の比の関

係を文字や式を用いて説明することができる。

節 項 時数（時間）

１ 図形と相似 ･１･ 相似な図形 ３

･２･ 三角形の相似条件 ２

･３･ 相似条件と証明 ３

･４･ 縮図の利用 １

２ 平行線と線分の比 ･１･ 平行線と線分の比 ５

･２･ 中点連結定理 ２

ｅ 相似な図形の計量 ･１･ 相似な図形の面積 ２（本時１／２）

･２･ 相似な立体の表面積・体積 ４



７ 本時の学習・指導過程

過

程
学習活動

形

態

○教師の支援，※評価の観点と方法

(●数学的活動における教師の支援)

つ

か

む

１ 相似な図形について復習する。

・ 相似な台形ＡＢＣＤと台形ＥＦＧＨについて

相似比を考える。

２ 本時の学習内容を知る。

３ 台形ＡＢＣＤと台形ＥＦＧＨの面積の比につ

いて考える。

・ 台形ＥＦＧＨを台形ＡＢＣＤで敷きつめこと

ができるか試みる。

【ピースを敷きつめている様子】

斉

Ｇ

○ 教科書 92ページの相似な多角形の性質を

基に，相似な図形について思い出させる。

○ 相似比が１：３の台形ＡＢＣＤと台形ＥＦＧ

Ｈを印刷した台紙を準備する。(グループ活

動用ワークシート)

○ 本時の学習内容をノートに書かせ，台形Ｅ

ＦＧＨが台形ＡＢＣＤの何倍になるかを予想さ

せることで，２つの図形の面積の比につい

て，関心をもたせる。(グループ活動用ワー

クシート)

○ 台形ＡＢＣＤと合同な台形のピースを準備

し，敷きつめをさせる。

○ グループで，台形ＥＦＧＨは何個分のピー

スで敷きつめることができたかを確認させ

る。

○ 敷きつめ方がわからないグループは，他

のグループを参考にしてよいことを伝え

る。

見

通

す

４ 相似な三角形の場合について予想する。

(ワークシート NO.1 の１)

＜予想される生徒の考え＞

・面積の比１：２，１：３

・面積の比１：４，１：６

・面積の比１：４，１：９

個 ○ 相似比が１：２，１：３となる３つの三

角形の場合について考えさせる。(ワークシ

ート NO.1 を配布)

● あえて２倍，３倍の三角形の内部には点

線等で相似な三角形を入れず，自由に面積

の比を考えさせる。

【数学的活動】

ア 成り立つ事柄を予想する活動

相似な図形の面積について考えよう



練

り

合

う

５ 面積の比を考える。(ワークシート NO.１

「自分の考え」)

・ 三角形の敷きつめを利用して考える。

・ 底辺と高さを使って考える。

【敷きつめを利用している例】

【底辺と高さを使っている例】

６ グループで面積の比を確認する。

・ 自分の考えを説明する。

・ 他の考えを聞いて自分の考えと比べる。

７ 相似比と面積の比の関係を考える。

(ワークシート NO.１の「まとめ」)

・ 相似比が，１：２，１：３であるときの

面積の比を a と h を用いて考える。

個

Ｇ

斉

○ 予想した面積の比について，予想した理

由をワークシート NO.１に記入させる。その

際，文字や式などを用いて表したり，３つ

の三角形にかき込んだりしてよいことを伝

える。

○ △ＡＢＣの底辺を aｃｍ，高さを hｃｍとし

て面積を考えさせる。

○ △ＤＥＦと△ＧＨＩの底辺と高さを，a と h を

用いて表すように伝え，２つの三角形の面

積をそれぞれ求めさせる。

● グループで，面積の比だけでなく，なぜ

その面積の比になるのかも互いに説明する

ように伝える。説明について，分からない

ことがあれば質問するように指示する。

○ 各自の説明が終わったグループには，相

似比と面積の比にどんな関係があるかにつ

いても着目するように助言する。

○ △ＤＥＦと△ＧＨＩの面積を，それぞれ a と h

を用いて表し，３つの三角形の面積の関係

※ 相似な図形の相似比と面積の比の関係

を調べようとする。【数学への関心・意欲・

態度】 (観察，ワークシート)

※ 相似な図形について，相似比と面積の

比の関係を考えることができる。【数学的

な見方や考え方】（観察，ワークシート）

【数学的活動】

ウ 自分の考えを人に伝える活動・人

の考えを理解する活動

【数学的活動】

エ 目の前の課題から，物事の本質を

見抜こうとする活動



・ 相似比が１：ｋであるときの面積の比を

考える。

をまとめる。

○ 予想が間違っていた生徒は，正しい答え

を朱書きするように伝える。

○ 相似比と面積の比をワークシート NO.１

の表に書き込ませ，相似比を１：ｋとして

面積の比を一般化して考えさせる。

○ 生徒の発表を基に，相似比が１：ｋであ

るとき，面積の比は１：ｋ２ となることを導

き出し，確認する。

深

め

る

８ 相似な多角形の面積の関係を，五角形に

ついて調べる。

・ 補助線をひいて３つに分けた三角形を基

に，面積の比を考える。

(ワークシート NO.２の「説明」)

９ 補助教材 21 ページの問２を考える。

個

斉

個

○ ２つの五角形の相似比を１：ｋとして考

えるよう伝える。(ワークシート NO.２を配

布)

● 対応する三角形は，それぞれ相似になる

ことを確認する。

○ 生徒の発表を基に，五角形についても相

似比が１：ｋであるとき，面積の比は１：

ｋ２ であることと，相似な多角形ならばその

関係が成り立つことを確認する。

○ 個人で考えた後，生徒の発表を基に，円

についても相似な図形と見ることができ，

面積の比は１：ｋ２ になることを確認する。

ま

と

め

る

10 本時の学習のまとめをする。

・ 相似な図形で，相似比が m：n の場合につ

いてまとめる。

斉 ○ △ＤＥＦと△ＧＨＩで，相似比が２：３

のとき，面積の比は４：９＝２２：３２にな

ることを確認し，m：n で一般化を考えさせ

る。

○ 相似比が m：n ならば，面積の比は m２：n２

であることを確認し，ワークシートに記入

するよう指示する。

※ 形態の欄の「斉」「個」「Ｇ」はそれぞれ以下のような活動を示している。

斉・・・一斉活動 個・・・個人活動 Ｇ・・・グループ活動

【数学的活動】

オ 発展的に考える活動

【数学的活動】

カ 自分が行った活動を振り返る活動


